
福祉のまち推進センター活動者紹介！
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4回目

【活動のきっかけは？】
　「教員退職後、人の役にたつことを何かしようと、青少年育成委員
と少年補導員を6年間務めました。その時、連合会館に出入りするこ
とも多く、何の因縁なのか、一瀬委員長に引っ張り込まれたという
感じですかね。」

【印象的な思い出はありますか？】
　「平成13年から福祉相談員としてお手伝いしていますが、
それから間もない頃、日常的にお付き合いのあったご近所の
方が認知症になられまして、町内会長から福祉推進員を依頼
されました。認知症の初期からずっと関わってきたので、朝方
3時にチャイムが鳴ったり、徘徊する後を追ったり、いろんな
ことが思い起こされます。」

【福祉推進員は大役だったのですね？】
　私の経験では、認知症の進行とともに、徘徊、幻覚、被害妄想といった様々な症状が現れ
てくるので、その方のサポートを福祉推進員ひとりが到底担えるものではありません。途
中から専門機関の方々と連携できたとき、はじめて責任という重圧が軽くなった記憶があ
ります。また、地域の人々や機関との連携の重要性を痛感しました。

【福まちに関わって思うことは？】
　福まちにはいろんな方が参加しています。実際に、私以
外はみんな立派な方々ばかりなのですが、生活カウンセ
ラーの方や民生委員さんなどと交流を重ねる中で、自分
自身とても勉強になることが多いと思います。ただ、皆さ
ん4つも5つも役をもっていて、負担がかかりすぎのよう
に感じます。
　実は私の趣味は卓球で、本業はそちらといってもいい
くらいですが、私のようにもっと気軽にボランティアで
きる人がいるはずなのです。そうした方々の協力があれば、もっと良いまちづくりができる
と思っています。

　札幌市と社会福祉協議会が協同して運営・推進している「福祉の
まち推進センター」で活動する方をご紹介するコーナーです。
　今回は、北野地区福祉のまち推進センターの福祉相談員である
中村義興（なかむらよしおき）さんを紹介します。
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中村義興 さん

一瀬運営委員長と一緒に

本業の卓球を楽しむ中村さん


